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はじめ匹

縄文時代の集落遺跡である加曽利貝塚に設けら

れた加曽利貝塚博物館の志向するところは、その

遺跡全休を現地忙展示する野外博吻館にある。そ

こで、遺跡の立地・景観の保存沢加えて、遺構を

現地で展示すること匠なり、遺構の保存方法忙つ

いては東京国立文化財研究所匠委託した。

その結果、覆竪の架設によって日光・風・雨な

どの外的条件から遺構を保護し、合成樹脂加工げ

よって遺構部表面を固定強化するという保存計画

が実施されることになった。

昭和42"'1'-度の覆窒建設花ひきつづ食、昭和 43年

度花は遺檬部の露呈ならび陀仮固定処置を実施し

ているが、昭和44年度以降臣堂構の全般的な固化竹

業を東京国立文化財研究所の指導の下（て実施して

いる。

この合成樹脂忙よる固化作業忙際していくつか

の障害が認められているが、主たものは析出物に

よる白化現象と微の成育である。これらの障害忙

ついては、東京国立文化財研究所匹よって研究が

進め られており、その結果によって対策を講ずる

ごと（てなる。

」卜のため合成術脂忙よる仮固定を実施し、昭和44

年度以降 2次的調整作業を実施している。

仮固定された貝暦断面は、きわめて強度の固定

効果を示すものの、部分的化は軟弱な個所も認めら

れた。高枯度の合成樹脂液（アクリルエマ）レジョ

ン）は土質部には位とんど浸透せず、その表面iて

厚い皮膜を生じること匠なった。この仮固定段階

陀おける貝罹断面は、全般vc汚れた状態で貝の種

類や嘔序などを識別するととがで送ず、その表面

の汚れを取り除く必要が生じた。

そこで、 2次的調整作業を継続して実施してい

るものの、厚く固化した合成樹脂の皮膜を争Ilぎ取

ったうえで、再度合成樹脂液を往入するという作

業内容であるので、多くの人手と期間を要するこ

と忙なり、今後も継続して行なう必要がある。

この 2次的調整作業において、汚れた皮膜を取

り除いた状態ではその表面は上噌から落下附着し

た士粒・貝殺細片匠よって汚れており、そのまま

固化ずると展示効果を損ねるとと匹なる。そこで、

附瘤した汚れを除去ずる方法を現地で種々検討し

た結果、低枯度の合成栴脂液（バインダー 17)('C 

よる洗い流しを行なうこと匠した。これ匹よって、

土質部に合成樹脂液を浸秀ざせると同時忙表而匠

附著した灰雑物を洗い流すことがでぎるものと思

われた。しかし、七粒子が貝殻表面匠固着する（頃

向が認められ、展示効果を損ねがちであった。

この貝層断面は、露呈された遺構群とと剤匠、

野外博物餡を志向ずる加曽利貝塚沢おける特徴的

な展示物であり、貝塚の形成過程を具体的に早示

する剤のである。合成樹脂液による固化作業花お

いては、その固定強度という側面からの判断が先

行することはやむをえぬごとであるが、根本的爬

は展示効果という観点からの検討が必要である。

小さな実験区画内での検吋結果腔よって、全面

的な固化作業を実施したものの試行錯誤の繰り返

しであり、技術的な問題点も多分陀認められてい

昭和4昨邁口ておいて、展示面を構成して崩壊防 る。一旦合成樹脂加工した貝層断面の汚染を除去

1. 住居址群の固化

全般的た固化作業は昭和4砕こ度胚おいて終了し

昨年度以降 2次的な補修作業を実施しているが、

その作業もすべて終了した。この一連の作業匠よ

って、遺構面の固定強化に閤しては、ほぼ嘩足し

うる結果を得ることがでぎたといえよう。今後は

保全管理を実施ナるとともに、その経年的変化（て

よっては再度保存処器を行なう必要があろう。

2. 貝層断面の固化
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する侭は、 多くの時間と労力を要 し、ま を作急的

な炭示になり がちである。旦殻表面仄固若した土

粒を溶剤を使用して拭い取る試みも 行な われてい

るが、全面忙わたって尖施すんことは不可能であ

り、作為的であり、また十分な屎示効果を期待 し

難い。

現時点での技術によると、合成樹肘加工氏先立

って展示面を構成することが必要パ可欠である。

貝の種類や箸序など貝履§の堆積状桂を叩瞭侭観察

でぎる展示面を構成したうえで、その崩埃を防ぐ

ためしこ合成樹脂しこよっ て固定強化するとい う作業

工程か、 展示効果お よび粋晋の点か「＞ 4,効率的で

あるとの判断をもつ（こ至っ如

逍構群およ び貝恩断面の現地固定裸存における

当初の基本方針は、覆至保存施成によって日光・

風雨な どの外的条件から保護し、浪構血および只

居断山は、合成樹脂加T.(疋よって崩欺を防止ずる

というものであった。その台成樹脂加工の際は、

合成樹脂の浸透をよくするため筐、遺嘩―角、お よび

貝層断面をできるだけ乾庚さセることが衿要であ

ると考えられた。 しかし、乾燥か進んた土質部([)

表面は土粒子相忙の結合が失なわれており 、合成

樹脂液を吹き付けた場合、表面の土壌粒子を混入

して流落して下部を汚染することになった。過度

の乾煤状態でに合成樹脂夜巧雙透性は良好とはい

いがたく、ま た固定強度を増強させるため筐多塁

の合成樹，月旨液を吹含つけても、その浸透量応は自

ずから限度があることが判明した。

以上の事例から種々検記した粕呆、強制約 11こ乾

媒化を促進させたうえて合成樹脂液を注入すると

いう当初の方針を変更し、動力噴社器を使用した

水洗作業によって展示面の清掃後、合成樹脂液を

吹き付け ることvCした。

この作業工程としては、注 ず仮因定段階の汚れ

た皮膜を除去 して庵序を把握 したうえで、 日部堪

積晒より「原次合成樹括加―「の及んでいない而を露

早する。これは仮固定時の断面を平均して 2~3 

cm削り取 ることしてなる。この新た紅露呈した面は

土粒等が附着 しているので、動力噴窃盆を使用し

て一定の水圧で水洗する。この水枕(Iてよって各址

桟暦を構成する諸要素の識別が口J能となったら、

崩れる恐れのある個所Vとに高粘炭の合成樹脂液を

江入し、全般的侭は水分がある程度乾いた時点で

低粘度の合成樹脂液 （バ インダー 17)を吹ぎ 付け

る。J::音［堆積より虞欠分層的応処理 した役、巨定

強度を増すため全11訳こ合成府）脂液を吹ぎ付け浸透

させる。その浸透量は堆積層の内容応 よって各々

異なり、使用ナる合成樹脂も裔・低粘長を使い分

け、吐た玄ら匹増枯したものを用いている。

現亡使用している合成樹脂はいずれ も水溶竹の

もわで、水洗竹業後の吹き付けにおいて支降且且

とんど認め られないが、将来において非水性合威

引脂を採用［た場合、検計すぺき間題点が多分 1’ご

認められるところで ある。

陀和43年立以降実施して窒た水溶性合成樹脂仄

よる貝屑断面の固化保存作業も、いくたの試行錯

誤を繰り 返 した結果、展示物としての灼呆を期待

しうるj年菜工程が確認できたものと 忠われる。来

年度以降、就紐 I、-［固化俣存作業を実施する予定
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俣全骨哩f業の一環として追株 ・研恥部の（肯帰

の際、防徴作業を実施している。保存抱設外部か

らの風の吹き込みに よって上砂 ．課埃が四部に堆

積するので、 しばしば水洗清帰作業を実施してい

るが、その際 5呪SN-7 C水溶液（疋 よ，，て防磁

Iてし‘←,93o 

4. {fj「出物

1廿色析出物については、東京国寸文化財研究所

の分析肛 よると、 貝の自殊風化によって浴出した

カル、ンウムの塩類が上毅中四蓄積され、上殷水の

蒸発99(fヤなって追揺表面七よび貝雇断面i兄析出 し

たものであることか判明して vヽる。

この析出物且、外気が乾燥して屋内湿腐が低い

時に顕茸で、多湿の場合は汽とんど影響か認めら

れない。

この析山物の発生を防二するため：こは、上埃中

の水分移動を止めることが必要であり、その方法

が検討玄れている。

造構群および貝唱断面を外的条件から保護する

ためV9r建設された覆閉は、その周競を現地表下 1.7

~ 2.2mまで旺め込んだもので、選構、お よび断面は

大地とつなか っている。 この大地から隔絶する方

法のほか、遺襦面・断面を低温下Vこお〈福度調整、
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湿閏条件下屈土，（湿度調整なとの方法か検訂され であるが、現在は、考占学およひ歴史教育資和と

た。その鈷果、最も実現が容昂である J:巴われる しての価値を損ねることな〈強固筐匡化保存する

濯笈調整筐よる析出防止実験が、束京国立文化財 ことが要求される段階紅なったといえこう。貝唱

研究所｛，（よって本年度こり実施されている。貝層 断面の処理V（おいては、武行錯誤を繰り返した結

断面の一部に実験箱を附設し、その内部に加湿し 果、展示効果という観点から検吋して現状では汽

た空気を送り込んで貝喘断面釘昴仰条件卜匹おい 阿満足のゆ（展示檬成が可能｝なる見通しがつい

て、長期的忙涅湿度を吋測して析市物の消長を検 たものと思われる。

訂するものである。 加曽利貝塚しておける遺楕およひ貝隅断血②現地

加曽利貝塚に 2ケ所設けられた保存覆屋施設は、 保存げ関ずる双本方針は、 「覆悶十合成樹脂加工」

博物餡開館時しグは常時閑放ざれているため、外部 というものであり、合成樹脂加工への依存度はき

から風か適り抜けて選溝面沿よひ断面の乾燥を促 わめて高いものでもった。

進させることになりがらである。そこで、出人口 しかし、現行の合成樹店加□応こる保存処鯉応

を二重扉応して外部から風が入り込庄ないよう左 は自ずから限界があることが明らか忙なった。遺

構造i-，・改造ずへぢであろう。これは注た保全管哩 構・貝唱断面の保存環境を整伽ずることが肝要で

上から心、外部の土砂・塵埃か風げよって運ひ込 あり、今後の保全管理の面からも検討を加える必

されることを防止するため筐も必要である。 要かある。穫屋自体の改造は不可能であるもの：2

姜わり忙

餡和4箪口度以降実純してぎた遺構計およひ貝層

断面の水溶杵合成樹肘忙よる固化力「エ作業は、遺

構群の処埋臼悶してはほぼ終了したとい尺るもの

の、貝層断面の処理はようや〈本格化した段階で

ある。かつては、いか 11ご強固尻固化できたかとい

うことで成否の判断かだされる時期があったよう

部分的な改造筐よって環境を改善、整価する余地

は生だ充分応残されており、今後の大紅な課頸と

いえよう。

昭和 43'y:度以降野外施設整侃出業の概要を報告

してぎたが、技術的問題点1rこもほぼ見通しかつぎ、

今後はその作業を本格的匹実柏ずる段階こ至った。

整備事業終了後は、現状を半永久的t'（維持し公閲

してゆくための併全管理態勢仰入るか、その時点

応おいて稔括的筐報告する予定である。

（千葉市教育委員会文化課．労芸員）

-4 3-



第1図住居址床面の清掃作業 第2図住居址床面の防徽剤散布作業

第3図 住居址内の炉址固定作業（清掃）
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